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子どもたちの笑顔いっぱ
い「子ども夢フォーラム」

恐竜界のスペシャリストやゆる
キャラが大集合した「子ども夢
フォーラム」が、12月５日（日）
山南支所周辺で開催され、会場に
は子どもたちの笑顔があふれてい
ました。

２～３ページでは

ぼくが「ちーたんの館」

を案内しているよ。

恐竜漫画家の所 十三さんによるイラスト教室

恐竜フィギュアの第一人者　荒木一成さんによる恐竜模型づくり教室
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行政情報誌

丹波竜の「ちーたん」

丹（まごころ）の里・丹波

ちーたんグッズの販売も好評☆

ゆるキャラのわたるくんと☆

化石発掘体験☆化石みつかるかな♪

神河町からやってきたカーミン
（右端）は女の子に人気のかわい
いゆるキャラ。ハバタンの隣に
はきららちゃんの姿も。

kouhou‐tamba

ぼくが「ちーたんの館」

を案内しているよ。
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「ちーたんの館」
装い新たにＯＰＥＮ
「丹 波 竜

化石工房

ＯＰＥＮオ ー プ ン！
大型草食恐竜「丹波竜」について学べる展示施設「丹波竜化石工房　ちー

たんの館」が、山南支所横に新装オープンしました。広さはこれまでの
4.7倍。新しくなった館内には、丹波竜の化石をはめ込んだ巨大な「実物大壁
面模型」や丹波竜の化石展示、ゲームで楽しく恐竜の世界を学び感じること
ができる「ハンズオンコーナー」などもあり、とても充実した内容。もちろん、
クリーニング作業の様子も間近で見学できます。新しくなった工房に、ぜひ
お越しください。

丹波竜ゾーン

見て見て!この迫力!!!丹波竜と同時期に生きた肉食恐竜ラ
プトレックスとティラノサウルスの頭骨レプリカの迫力には
ぼくもびっくり！ここでは獣脚類の進化の歴史を学べるよ。
　　　　

木目調の落ち着いた館内。館内中央から入り
口側丹波竜コーナーを望む。

化石の展示も
充実

見て見て!この迫力!!!丹波竜と同時期に生きた肉食恐竜ラ
プトレックスとティラノサウルスの頭骨レプリカの迫力には
ぼくもびっくり！ここでは獣脚類の進化の歴史を学べるよ。

入口付近の壁の全身骨格
図には、クリーニング作業が
済んだ部分の骨格模型を貼り
つけて行くよ。一目で丹波竜
の大きさが実感でき、化石の

発見状況も分かるんだ。
すごいでしょ。すごいでしょ。

人気の「ちーたんマグカップ」
をはじめ、ちーたんグッズがた
くさんそろうおみやげやさん。
ちーたんの館を訪れた記念に、
また、遠くに住む人への贈り物
にぜひお買い求めください。

ハンズオンゾーン ボタンを押したり引き出しの中をのぞいたりしながら恐竜について楽しく学ぼう！

丹波竜について色んな形で紹介しているよ。

発掘現場で化石が
どのような状態で埋まってい
たのかを忠実に再現した模型
だよ。臨場感あふれる展示にぼ
くもびっくりしたよ。発掘作業

の様子は画像でも見るこ
とができるんだよ。

「恐竜化石はどう　
やってできたの？」など
子どもたちの疑問を楽し
く解決！恐竜の世界に興

味を持つことが
できるよ。

他にもいろいろなコー
ナーが・・・

他にもいろいろなコー
ナーが・・・

他にもいろいろなコー
ナーが・・・

発掘現場や発掘された

地層（篠山層群）にス

ポットをあて、太古の

大陸移動の時代にまで

さかのぼって、丹波の

自然環境について紹介

しています。

実際のクリーニング

作業をガラス越しに

見ることができます。

映像モニターでは、

作業の工程を紹介し

ています。

クリーニングルーム

ビジターゾーン

人気の「ちーたんマグカップ」人気の「ちーたんマグカップ」
をはじめ、ちーたんグッズがた
くさんそろうおみやげやさん。
ちーたんの館を訪れた記念に、
また、遠くに住む人への贈り物

とができるんだよ。

く解決！恐竜の世界に興

オープンセミナーやワークシ
ョップなども開催できるセミ

ナーゾーンもあり、「ちーたん
」とともに地域に愛さ

れ、丹波市の「自然」「歴史」
「環境」「教育」「観光」を未

来へと継承する拠点施設とし
て期待されています。

みんなが来てくれる
のを、ぼくはいつも玄関で

待ってるよ。ぼくといっしょに
記念写真も撮ってネ。入り口左
手に自動販売機があるから、

入場券を買ってね。入場券を買ってね。

物販コーナー

　「第 5次発掘調査が開始さ
れたので恐竜大好きな息子
と初めて発掘現場にも行っ
てきました」（父）「ちーた
んの館に来て恐竜と発掘調
　査のことがもっとよく分
　　かりました」（子）
　　　（大阪市在住）

　　「旧化石工房も何回か
来たことがあるのですが、娘
がちーたんの大ファンなので
早速来てみました」（父）「広
くなり色んな恐竜展示や、　
　ちーたんも見れてよかっ
　　たです」（母・子）
　　（神戸市在住）

［利用案内］　■休館日：月曜日（祝祭日の場合は翌平日）年末年始（12/29 ～ 1/3）※今年のみ 12 月 29 日も開館します。　　　■開館時間：午前 10:00 ～午後 4:00　■入館料：大人（高校生以上）200 円　小中学生 100 円（団体割引：大人（高校生以上）
100 円　小中学生 50 円）＊県内の小中学生はココロンカードの提示で入館料が無料になります。＊その他団体割引および　　　免除については、右記または窓口でお問い合わせください。問 恐竜を活かしたまちづくり課  ☎ 0795‐77‐1887

オープンセミナーやワークシ
ョップなども開催できるセミ

ナーゾーンもあり、「ちーたん
」とともに地域に愛さ

井原南

井原

久
下
村
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至柏原
・氷上
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［案内図］
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ホール

山南住民
センター☆

ちーたんの館
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歌って踊って元気いっぱいの 「ちーたん組曲」

11月19日に開催された中央幼小音楽発表会で、中央小の１年生と幼稚園児が合同で「ちーた
ん組曲」を披露し、他の児童や保護者、地域の方々
に大好評でした。同組曲は、恐竜に寄せる子どもた
ちの思いをセリフや合唱で表現する「きょうりゅう
がどーん」や、児童の歌にあわせて園児らが花笠を
つかって踊る「ちーたん音頭」、合同で太鼓や孟宗
竹でつくった打楽器などを鳴らして合奏する「ちー
たん囃子」などの４曲で、子どもたちは約15分間
にわたってかわいく元気いっぱいに表現しました。

大学と地域の連携を考える

「4 大学合同シンポジウム」 を開催

12月12日（日）、JA丹波ひかみ柏原支店で「丹波地域　大学・地域連携4大学合同シンポジ
ウム」が開催されました。

現在、丹波地域では、４つの大学（関西大学、関
西学院大学、兵庫県立大学、神戸大学）がそれ

ぞれのテーマで地域連携活動を展開しています。今
回のシンポジウムは、これらの大学の活動発表や基
調講演、パネルディスカッションをとおして大学と
地域の連携について考える機会となりました。

12月5日（日）、やまなみホールで開催された「恐竜・子ども夢フォーラム」では、恐竜の専門家
たちが登壇し、子どものころの恐竜の思い出などを語
りました。また、アシスタントを務める久下小６年生
の児童らが、「恐竜の鳴き声はどんな声？」や「恐竜
のツノにはどんな役目があるの？」など、事前に寄せ
られた質問を読みあげると、パネリストのみなさんは
楽しく分かりやすく答え、会場を和ませていました。

サイエンスカフェではジュースなど
を飲みながら、恐竜研究の最前線の
話をみんな楽しく興味深く聞いてい
ました。

将来は恐竜の研究をするの
が夢という河居くん。サイ
エンスカフェ終了後、真鍋
先生にサインをしてもらい、
夢がさらに膨らみました。

河居一城くん (西宮市）
「先生たちから恐竜の話を聞
けて、質問もできて、色々
な体験もできたのでとても
うれしかったです」と一城
くん。「行きたいところがあ
るなら、世界は自分の力で
行きなさい。でも、日本な
ら連れて行ってあげるよ」
とお父さんに言ってもらっ
て、参加してくれました。

国立科学博物館 研究主幹
真鍋　真先生
「現時点で1,000種類ほど見つかっ
ている恐竜も、数十万種類いるとも
言われているうちの氷山の一角。子
どもたちには、夢を持って将来にわ
たってどんどんと新しい発見をし
ていってほしい。地元の子にとって
はもうあたりまえに思えるかもし
れないけど、東京生まれの東京育ち
のぼくには、この環境は理想的。『お
父さんに頼んで引っ越してもらい
たい』と思う人もたくさんいるはず。
大事にしてほしいですね」

「恐竜・子ども夢フォーラム」

とぴっくす
ま
・ち
・か・ど

木の根橋しめ縄架けかえ

12月11日（土）、木の根橋で新春を迎える準備のしめ縄の架けかえ作業が行われました。
この日はかいばら厄除け市も開催され、買い物に
立ち寄った人も、作業の様子を見守っていました。

毎年恒例の１年の締めくくりイベント「の
どかなかどの冬まつり」が、12月 11日

（土）かどのの郷（氷上町上新庄）で開催され
ました。野菜市や各種屋台、子ども向けの映
画や遊びコーナー、子どもと作る灯ろうまつ
りと冬の花火のコラボ、お餅まきやパフォー
マンスなど、趣向を凝らした内容でたくさん
の人出でにぎわいました。

のどかなかどので冬まつり

12
月
４
日
・
５
日
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「師走だねェ…」 ちーたん/作

来月号の「ちーたん

日記」もお楽しみに！

2010年、みんなに会え
てうれしかったよ。来
年もちーたんを応援し
てね ♥

木の根橋しめ縄架けかえ木の根橋しめ縄架けかえ
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情
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［こちら市長執務室］
市長からのメッセージ

丹
波
市
民
生
委
員
児
童
委
員

（
主
任
児
童
委
員
）
に
感
謝

教
育
に
関
係
の
あ
る
代
表
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
「
区
域
民
生
委
員
推
薦
準
備
会
」
か

ら
推
薦
さ
れ
た
方
を
、
市
議
会
の
代
表
、

自
治
会
の
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
丹

波
市
民
生
委
員
推
薦
会
」
で
審
議
を
行
い
、

進
達
事
務
を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
。
11
月

30
日
に
任
期
満
了
と
な
り
、
一
斉
改
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

無
報
酬
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お

け
る
相
談
・
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
身
分
は
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

制
限
事
項
、
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
退
任
さ
れ
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
）
に
対
し
、
永

年
に
わ
た
る
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、

12
月
12
日
（
日
）
に
春
日
文
化
ホ
ー
ル
で

感
謝
状
の
贈
呈
式
を
執
り
行
う
と
と
も

に
、
12
月
１
日
付
で
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た

１
９
６
人
の
委
員
の
み
な
さ
ん
へ
の
辞
令

の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

だ
れ
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
お
互
い

が
支
え
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
）

の
み
な
さ
ん
に
は
市
民
の
身
近
な
よ
き
理

解
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

き
、
市
民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
市
政
活
動
に
鋭
意
努
力
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

夏
に
は
、
東
京
足
立
区
で
高
齢
者
の
所

在
確
認
問
題
が
発
覚
し
ま
し
た
。
委
員
の

み
な
さ
ん
に
は
、
同
問
題
を
は
じ
め
児
童

虐
待
、
配
偶
者
暴
力
、
い
じ
め
、
育
児
放

棄
な
ど
に
対
し
、
日
ご
ろ
か
ら
「
声
か
け
」

や
「
安
否
確
認
」
な
ど
住
民
の
生
活
状
態

を
適
切
に
把
握
し
、
住
民
が
自
立
し
た
日

常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
助
言
や
援
助
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

情
報
提
供
や
、
関
係
行
政
機
関
や
施
設
と

の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
大
変
な
役
割
を
願
っ
て
い
る
民

生
委
員
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
に
、
深
い

敬
意
と
感
謝
を
改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域
福
祉
の
重

要
性
が
増
し
て
い
く
中
、
市
民
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
要
と
し
て
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
丹
波
市
に
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
１
８
３
人
、
主
任
児
童
委
員
13
人
、

合
計
１
９
６
人
に
厚
生
労
働
大
臣
・
兵
庫

県
知
事
か
ら
委
嘱
辞
令
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
よ
っ
て

設
置
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
児
童
委
員
は

児
童
福
祉
法
に
よ
り
民
生
委
員
が
兼
ね
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
代
表
や

社
会
福
祉
団
体
の
代
表
、
民
生
委
員
代
表
、

図書を寄贈いただきました
パナソニック電工施設照明労働組
合春日支部から、児童向け図鑑（約
10万円相当）を寄贈していただき
ました。春日図書館で年内に貸出
をはじめる予定です。この図鑑で、
子どもたちがいろんな世界に興味
を持ってくれることを願います。
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芦田自治振興会は、芦田小学校区内５自治
会、630 戸 1,950 人の協議会です。元気

な芦田づくりをめざして活動しています。

特色として、子どもを囲む50人余りの様々
なボランティア集団の活動があり、見守

り隊、営農体験活動、友遊キャンプ、放課後
子どもの「わくわくタイム」などに、積極的
に大人の参加があります。交流活動としての
「ふるさと発見ウォーキング」は、地域内の
歴史的な史跡や人物を巡ることにより地域に
誇りが持てます。併せて、健康への取り組み
となっています。例年、製薬会社のボランティ
アを 100 人余り受け入れ、草刈などにより交
流しています。ニュースポーツ大会は、ボー
リングやグランドゴルフなどを組み合わせ、
人気があります。

これらの様々な活動は 2 カ月に 1 回のミ
ニコミ紙「元気あしだ村」により各戸に

お知らせしています。

　芦田自治振興会

ふるさとに誇りが持て、 元気な芦田をめざして

地
域
づ
く
り

シ
リ
ーズ
⑮ 私たちが描く

未

来
の
芦
田
地
区

　芦田自治振興会

地地
区区

ち
いきづくり

ふるさと発見ウォーク

市
内
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

﹇
俳
句
ラ
リ
ー
の
部
﹈

大　

賞
「
黄
落
や 

窓
も
小
ぶ
り
の 

旧
庁
舎
」
中
井
順
子
（
柏
原
町
）

優
秀
賞
「
ま
た
妻
を 

見
る
黄
葉
の 

中
に
居
て
」
東 

明
彦
（
春
日
町
）

﹇
小
学
生
の
部
﹈

大　

賞 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ね
た
よ
ぼ
ん
休
み
」
大
木
誇
生
（
東
小
２
年
）

優
秀
賞 

「
夏
休
み
宿
だ
い
で
き
た
ら
い
と
こ
ん
ち
」
谷
川
竜
輝
（
芦
田
小
３
年
）

﹇
中
学
生
の
部
﹈

大　

賞 

「
千
年
の
夏
を
見
て
き
た
お
お
け
や
き
」
田
野
真
依
子
（
氷
上
中
３
年
）

優
秀
賞 

「
し
ろ
か
き
に
孤
独
な
鳶
の
か
げ
一
つ
」
山
中
慎
太
郎
（
青
垣
中
３
年
）

優
秀
賞 

「
祖
父
祖
母
の
つ
く
っ
た
柿
を
み
な
で
食
う
」
吉
住
優
作
（
氷
上
中
３
年
）

優
秀
賞 

「
夏
休
み
遊
ぶ
約
束
四
件
目
」
徳
田
朋
花
（
柏
原
中
３
年
）

﹇
大
学
生
・
一
般
の
部
﹈

優
秀
賞 

「
赤
ん
坊
ひ
と
り
じ
め
す
る
夏
座
敷
」
髙
見
恵
美
子
（
春
日
町
）

第 10 回田捨女青春俳句祭
公開選句会を開催しました

11月27日（土）柏原公民館を会場に “第 10回田捨女青春俳句祭公開選句会” を開催しました。応募
総数5,115句の中から予備選句において、各部門25句に
選定された入賞俳句を、坪内稔典さん、宇多喜代子さん・
大高　翔さんといった第一線で活躍されている俳人の方
が選者となり、公開方式での選句会を行いました。

また、第10回記念事業として午前中に「俳句ラリー」
を同時開催し、丹波の秋を詠んだ思い思いの吟行句

を投句いただきました。公開選句会は、選者の解説と作
者の意見や感想を聞きながら進められ、和やかな雰囲気
の中、大賞・優秀賞が選ばれました。

特
集
：「
ち
ー
た
ん

の
館
」
オ
ー
プ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス
・

ち
ー
た
ん
日
記

ち
い
き
づ
く
り
・

市
長
執
務
室

地

デ

ジ
・

教
育
た
ん
ば

教
育
た
ん
ば

水
道
・
悪
質
商
法
・

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

民
生
委
員
・
児

童
委
員
名
簿

情
報
ひ
ろ
ば

（
健

康
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
募
集
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
戸
籍
）

ち
い
き
づ
く
り
・

市
長
執
務
室
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こんにちは、
体育指導委員会です！
問 社会教育課・中央公民館事務局  ☎ 82‐0409

ちょっと、
ウォーキングをしませんかウ

ォ
ー
キ
ン
グ
は
運
動
不
足
、
メ
タ
ボ
の
解

消
、
足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
、
内
臓
脂
肪
の
燃

焼
の
効
果
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
多
く
の
人
が
取

り
組
み
や
す
い
運
動
（
ス
ポ
ー
ツ
）
で
す
。

そ
れ
で
も
、
何
と
か
時
間
を
決
め
、
効
果
が
出

る
二
十
分
以
上
を
歩
こ
う
、
歩
か
な
け
れ
ば

と
思
う
と
、
い
ま
だ
に
は
じ
め
ら
れ
な
い
人
も
…
。

「
ち
ょ
っ
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
生
活
の
中
で

や
っ
て
い
ま
す
し
、
誰
に
で
も
や
れ
ま
す
よ
。
歩

い
て
用
事
に
で
か
け
る
よ
う
に
し
た
り
、
普
段
歩

い
て
出
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
少
し
遠
回
り

し
た
り
、時
間
が
短
く
て
も
「
ち
ょ
っ
と
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
し
て
い
る
の
で
す
。
外
に
出
ら
れ
な

い
日
は
、
そ
の
場
で
足
踏
み
、
ヒ
ザ
が
痛
い
と
き

は
椅
子
に
座
っ
て
足
踏
み
を
す
る
の
も
「
ち
ょ
っ

と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
し
て
、
自
分
で
認
め
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、「
ち
ょ
っ
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が

楽
し
ん
で
や
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
友
だ

ち
を
誘
っ
て
、
ご
近
所
へ
遠
足
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
目
に
す
る
景
色
を
楽
し
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
無
理
せ
ず
、
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
！

教
育

た
ん
ば

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
⑳

村
と
威
鉄
砲

動
物
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は
、
昔

も
今
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

鉄
砲
に
よ
っ
て
動
物
を
威
嚇
し
農
作
物
を
守

る
方
法
も
、
今
な
お
続
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
防

衛
策
で
す
。
江
戸
時
代
の
村
は
、
動
物
を
威

嚇
す
る
た
め
に
空
砲
を
放
つ
こ
と
が
領
主
権

力
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
威
嚇

の
た
め
の
鉄
砲
を
「
威

お
ど
し
て
っ
ぽ
う

鉄
砲
」
と
い
い
ま
す
。

春
日
町
棚
原
区
有
文
書
に
含
ま
れ
て
い

る
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
一
二

月
付
「
差
上
申
証
文
之
事
」
は
、
江
戸
時
代

の
村
に
お
け
る
威
鉄
砲
の
利
用
と
そ
の
規
則

が
良
く
分
か
る
史
料
で
す
。
こ
の
史
料
に
よ

れ
ば
、
当
時
棚
原
村
は
玉
目
（
弾
丸
重
量
）

三
匁
五
分
、
す
な
わ
ち
火
縄
銃
と
し
て
は
最

も
小
型
の
小
筒
を
一
丁
所
持
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
で
す
が
、
村
側
は
、
ち
か

ご
ろ
近
隣
の
他
領
地
が
鹿
や
猪
の
侵
入
を
強

力
に
防
い
で
い
る
（「
強
防
」）
の
で
、
そ
れ

ら
が
余
分
に
当
村
へ
逃
げ
込
ん
で
来
て
い

る
、
よ
っ
て
一
丁
で
は
足
ら
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
追
加
の
威
鉄
砲
を
下
げ
渡
し
て
ほ

し
い
、
と
領
主
（
亀
山
藩
）
に
願
い
出
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、
村
は
、
威
鉄
砲
を
持
っ
て

外
に
出
る
時
は
必
ず
「
腰
札
」（
鑑
札
）
を
持

参
す
る
こ
と
、鉄
砲
の
持
ち
主
は
た
と
え
親
子
・

兄
弟
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
貸
さ
な
い
こ
と
な
ど

を
領
主
に
誓
約
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
史
料
に
は
「
お
や
？
」
と
思

う
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
次

の
一
文
で
す
。

田
畑
を
む
や
み
に
荒
ら
し
て
く
る
人
や
馬

へ
は
、
領
主
に
許
可
を
得
た
上
で
、
実

弾
で
発
砲
す
る
場
合
が
あ
る
旨
を
断
っ
て
い
る

の
で
す
。
少
し
び
っ
く
り
す
る
内
容
で
す
が
、

江
戸
時
代
の
村
は
、
治
安
行
政
を
自
律
的
に
行

う
権
限
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
領
主
の
許
可
な

し
に
人
を
実
弾
で
撃
つ
の
は
「
私
闘
」
で
あ
り
、

処
罰
の
対
象
に
な
る
が
、
許
可
を
得
て
い
る
場

合
は
治
安
行
政
の
一
環
で
あ
る
、
と
い
う
の
が

村
側
の
判
断
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が

ら
、
こ
れ
に
対
す
る
藩
側
の
対
応
は
史
料
が
な

い
た
め
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

村
に
お
け
る
武
器
の
使
用
が
、
何
を
基
準

と
し
て
許
さ
れ
、
ま
た
許
さ
れ
な
い
の

か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
国

家
と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
と
直
結
し
ま

す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
を
解
く
カ

ギ
は
、
え
て
し
て
村
の
、
何
の
変
哲
も
な
い
史

料
群
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
学
生

研
究
支
援
員
　
前
田
結
城

人
馬
へ
も
懸
り
田
畑
を
強
荒
し
候
節
は
御
窺

(

伺)

い
申
し
上
げ
、
御
差
図
次
第
玉
込
に
て

打
ち
申
す
べ
く
候

( 仮称 ) 丹波市クリーンセンター
の整備に関する方針（案）につ
きましては、広報 11 月号に掲
載しましたが、その後の取り組
み経過をお知らせします。

（仮称）丹波市
クリーンセンターの
整備について

ＨＰ 市政News
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・
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＊ 11 月８日　炭化方式を断念し、ストーカ式焼却方式を基本
に検討する「整備に関する方針 ( 案 )」を一般廃棄物処理施設
建設に係る調査特別委員会へ説明
＊同月 14 日　同上の内容を野上野自治会に説明
＊同月 22日　同上の内容を丹波市一般廃棄物処理施設建設委
員会へ説明
＊同月 25 日　( 仮称 ) 丹波市クリーンセンターの整備に関す
る方針 ( 案 ) 市民説明会開催 ( 約 150 人 )。
議会、地元、市民のみなさまからいただいたご意見を踏まえ、
今後、さらに建設予定地の野上野自治会のみなさまへ説明を
させていただき、「安全・安心の施設」「循環型社会の形成に
寄与する施設」「地域と共生する施設」の整備・運営に向けて
取り組んでいきたいと考えています。

地デジ訪問説明会

アナログテレビ放送の終了まであと半年近くとなりましたが、みなさん
地デジの準備はもうお済みですか？　兵庫県テレビ受信者支援センター
「デジサポ兵庫」では、「地デジってなに？　地デジを見るにはどうした
らいいの？」という方のために、個人、団体、グループを対象として、
ご自宅や公民館に訪問して地デジの説明会を実施しています。
ご希望の方はデジサポ兵庫に直接電話で申し込むか、企画課情
報管理係 ☎82‐0916までご連絡ください。
○訪問説明会申し込み先

兵庫県テレビ受信者支援センター
「デジサポ兵庫」相談会グループ
☎ 078-325-1461

１月末まで
だよ

ご希望の方はデジサポ兵庫に直接電話で申し込むか、企画課情

１月末まで

ホームページ：http://digisuppo.jp/ 

文化財防火デー
　
1月 26日は、「文化財防火デー」です。
市内の多くの文化財を火災などの災害
から守りましょう。

柏原の旧氷上高等小学校校舎は、県
指定の文化財であり、明治前期の貴
重な洋風建造物です。

‐丹波市消防本部‐ 

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
!!

　

12
月
31
日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
、
全
国
の
製
造
業
の
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統
計
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
内
の
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
と
な
る
な
ど
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
す
。
12
月
か
ら
1
月
に
か

け
て
、
統
計
調
査
員
が
市
内
の
各
事
業
所
を
訪
問
の
う
え
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
い

ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問 

企
画
課 

☎
88
‐
５
９
９
５
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子育ての輪
～子育てって楽しいね！～

地域の親子が集まり、秋の自然の中で落ち葉集めを
し、集めた落ち葉で飾りつけたおみこしをかついで
公苑の庭を練り歩きました。そして、まつりの曲に
あわせて「ワッショイ♪ワッショイ♪」とかけ声を
かけ親子で秋を満喫しました。おみこしをかついで
いる親子の笑顔、はしゃいでいる子どもたち！本当
に楽しそうでした。昼食は下小倉の畑で栽培したさ
つまいもと黒豆のおにぎりに豚汁とくろもじ茶でお
腹いっぱいです。すばらしい秋晴れのもと、山南地
域の親子のみなさんと交流ができ、秋の自然の中で
すばらしい体験ができました。この事業によって、
多くのボランティアの方々と一緒に「丹波で子育て
を！」を発信しできたのではないでしょうか。

ゆめわあく柏原では、子育てを通して、子育て
仲間の輪が広がり、ますます人と人のつなが

りが広がっていくことを応援しています。※会場表示がないものは子育て学習センターで開催。

＊子育てひろば＊

＊おはなし会＊

１月
ＪＡＮＵＡＲＹ
（睦月）

＊対象　
幼＝幼稚園　小＝小学生　
低＝低学年　中＝中学年

＊児 童 館＊

　＊おすすめ図書＊

　＊ベストリーダー情報＊（１０月１日～３１日）

問 図書館事務局 ☎ 82‐7100

＊一般書「幸福立国ブータン」
大橋照枝 / 著　白水社 (2010.10)

 [ 児童書 ]

順位　本の名前　　　    作     者

１　尾張ノ夏　　　　佐伯泰英

２　夜行観覧車　　　湊かなえ

３　１Ｑ８４　　　　村上春樹

４　今朝の春　　　　高田　郁

５　プラチナデータ　東野圭吾

 [ 一 般 書 ]
順位　本の名前　　　       作     者

１　フリーター、家を買う。 有川　浩

２　カッコウの卵は誰のもの　東野圭吾

３　今日を刻む時計　　宇江佐真理

３　奇妙な賽銭　　　　澤田ふじ子

３　新参者　　　　　　東野圭吾

[ 児 童 書 ]
順位　本の名前　　　     作     者

１　三びきのやぎのがらがらどん　マーシャ・ブラウン

１　しょうぼうじどうしゃじぷた　渡辺茂男

３　おさるのジョージハロウィーン・パーティにいく　Ｍ．レイ

３　のろまなローラー　小出正吾
５　ちいさなねこ　　　石井桃子

　

順位　本の名前 　　    作     者

１　絵ときゾウの時間とネズミの時間  本川達雄

１　ここにも、こけが・・・越智典子

１　こんなおみせしってる？藤原マキ

１　サイレンカー大図鑑　  永岡書店

１　算数の呪い　　    ジョン・シェスカ

　＊予約ランキングベスト５＊（11月末現在）

　＊ベストリーダー情報＊（11月末現在）

人口 67 万人の小国が、どのようにＧＮ
Ｈ ( 国民総幸福 ) 大国になりえたか。第
４代国王の提唱に始まったブータンのＧ
ＮＨの独自性とその国際的な拡がりを、
総合的に紹介する。

＊児童書「日本の昔話１　はなさかじい」
おざわとしお / 再話　赤羽　末吉 / 画　福音館書店　1995 年

 [ 一 般 書 ]

この第１巻には、「花咲かじい」「干支の
おこり」など、お正月から春を感じさせ
る話を中心に 58 の昔話が収めてありま
す。季節ごとに日本の昔話を集めた全５
巻のシリーズ、全ての漢字に仮名が振っ
てありますので小学低学年のお子さんで
も読むことができます。昔話（小学低学
年くらいから）

×印は図書館休館日

日 月 火 水 木金 土    

26 27 28 2930 31 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 1213 14 15
16 17 18 1920 21 22
23 24 25 2627 28 29
30 31

　        × ×××× 
× ×
　     ×
　 ×
　 ×
    ×

1
月

12
月

ウォッチング

　育
問 社会教育課・中央公民館事務局 
☎ 82‐0409

柏原子育て学習センター

ゆめわあく柏原（柏原子育て学習センター）が
できて10年になります。毎年100組を超える

親子がグループ活動に参加し、親子の交流の場とし
て利用されています。子育てを楽しいと思える空間。
それが毎日の活力になっていると感じて、子育てグ
ループに参加しているお母さんたちがたくさんいま
す。また近年、女性の就労が増え、子育ては女性だ
けがするものではなく、子育てを積極的に行う父親
（育メン）も増えてきました。土曜日の利用者の中に、
パパと子どもたちというケースが多くなってきたの
もその現れだと感じます。小学校などのPTA活動に
も、ゆめわあく柏原で出会った子育て中の仲間が誘
いあって、積極的に参加されている様子を耳にしま
す。親も子もともに育ちあい、親同士のつながりが
広がっています。

グループ活動だけでなく、毎月開催するすくすく
広場事業もたくさんの親子が参加しています。

11月 4日には丹波の森公苑で、柏原・山南なかよ
しコラボ「おちばのまつり」と題して、柏原・山南

子 て
ウォッチングウォッチング

柏原子育て学習センター
てて

＊会場　各図書館　
　山南地域は住民センター

柏原・山南なかよしコ
ラボ「おちばのまつり」

楽しいグループ活動ハロウィンパーティー

中央図書館☎ 82‐7100
  8 日（土）幼児 10:30　
15 日（土）小 11:00
18 日（火）幼児 10:30
22 日（土）幼児 0:30
青垣図書館☎ 87‐1111
  8 日（土）幼～小低 11:00
山南図書館　☎ 77‐0310
  8 日（土）幼児～小低 10:30
21 日（金）幼児 10:30
22 日（土）幼児～小低 10:30

市島図書館☎ 85‐3030
  8 日（土）幼児 10:30
15 日（土）幼～小低 10:30
22 日（土）小 10:30
柏原図書館☎ 72‐2552
15 日（土）幼児 11:00
春日図書館☎ 74‐0225
15 日（土）幼児～小低
　　10:30 春日公民館

♪柏原子育て学習センター ☎ 72‐4747
15（土）おひさまのおはなし会 10:30
22（土）えのちゃんと親子で元気にワン・ツー・ジャンプ！10:30柏原公民館
♪氷上子育て学習センター ☎ 82‐1001
15（土）お正月あそび 10:30 中央公民館
♪青垣子育て学習センター ☎ 87‐1919
20（木）ママＳＵＮ講座 10:00
22（土）みんなでもちつき体験 10:30
♪春日子育て学習センター ☎ 74‐3040
12（水）子育て相談会 13:30
27（木）ひまわりサロン 10:00
♪山南子育て学習センター ☎ 77‐3160
13（木）親子ふれあい教室　お正月を遊ぼう、食べよう10:00やまなみホール
20（木）ひよこクラス　ひよこのはじめてのお正月10:00山南住民センター
♪市島子育て学習センター ☎ 85‐3030
14（金）わかば教室お正月あそび10:00ライフピアいちじま

BOOKSBOOKSBOOKSBOOKS
み
んな
で図書館に出かけよう

♪こうがやま児童館　☎ 82‐8620
  8 日（土）絵画教室 9:30 小
12 日（水）トトロくらぶ 10:00 乳幼児
♪しろやま児童館　☎ 82‐0843
11 日（火）おはなし会 10:30 乳幼児
15 日（土）作ってあそぼう 9:30 小
19 日（水）トトロくらぶ 10:00 乳幼児

教
育
た
ん
ば

■とき・テーマ /第１回　２月 12 日（土）「小林一
茶の生き方」第２回　３月 12 日（土）「漢字の謎」
■時間 / 午後１時 30 分～■定員 /50 人（先着順）■講師 / 足立幸信さん（俳人協会
幹事、俳誌「狩」同人、丹波新聞社・
丹波市中央公民館俳句講師・梅花
女子大学講師）会場　中央図書館視聴覚室※中央図書館まで電話または
ファックスでお申し込みください。
■参加料 / 無料☎ 82‐7100　FAX82‐7200

平成22年度文学講座のご案内

図書館が市民のみなさんの生涯学
習の拠点としての機能を果たすた
め、文学講座を開講します。ぜひ
ご参加ください。

年末年始の休館について

図書の返却は、中央図書
館・市島図書館の返却ポ
ストをご利用ください。
なお、中央・山南・市島
図書館は、館内資料整理
のため、4 日（火）も休
館します。

〜

「日本の昔話１　はなさかじい」
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